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住
職
挨
拶

　
梅
窓
院
第
二
十
五
世

　
中
島 

真
成

皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
四
月
に
は
大
本
山
増
上
寺
で
法
然
上
人
八
百
年
御
忌
大
法

要
が
巌
修
さ
れ
ま
す
。東
日
本
大
震
災
に
よ
り
一
年
延
期
さ
れ
ま
し

た
が
、梅
窓
院
か
ら
も
詠
唱
を
奉
納
、私
も
御
忌
法
要
の
何
座
か
に

随
喜
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、今
号
の
表
紙
を
飾
る
の
は
閻
魔
さ
ま
で
す
。私
が
生
ま
れ
た

お
寺
、埼
玉
県
北
葛
飾
郡
に
あ
る
倉
常
寺
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
像
で
、

檀
家
さ
ん
が
平
成
の
は
じ
め
に
塗
り
直
さ
れ
た
迫
力
あ
る
姿
の
閻
魔

さ
ま
で
す
。私
は
四
歳
ま
で
し
か
倉
常
寺
に
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、こ
の
怖
い
顔
の
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、「
閻
魔
さ
ま
に
舌
を
抜

か
れ
る
ぞ
」と
怒
ら
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、施
餓
鬼
会

は
餓
鬼
道
へ
堕
ち
た
餓
鬼
へ
の
施
し
の
供
養
法
要
で
す
が
、餓
鬼
道
へ

堕
ち
る
か
否
か
は
閻
魔
さ
ま
の
判
断
ひ
と
つ
。そ
う
思
う
と
、大
人
も

子
供
も
自
然
と
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
の
が
閻
魔
さ
ま
で
す
ね
。

昨
年
か
ら
の
開
山
忌
、梅
窓
院
の
実
質
開
山
上
人
と
な
ら
れ
る
南

龍
上
人
への
報
恩
謝
徳
法
要
で
す
が
、法
要
後
に
昨
年
同
様
、橋
本
忠

樹
さ
ん
に
能
を
奉
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。昨
年
、多
く
の
参
詣
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、今
年
は
祖
師
堂
で
奉
納
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。

今
年
の
二
月
に
近
隣
の
浄
土
宗
寺
院
の
先
輩
方
と一緒
に
イ
ン
ド
に

行
って
参
り
ま
し
た
。お
釈
迦
さ
ま
の
仏
跡
は
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

ば
か
り
で
し
た
の
で
、ア
ジ
ャ
ン
タ
と
エ
ロ
ー
ラ
と
い
う
石
窟
寺
院
群
を

目
的
地
と
し
て
仏
教
、ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、ジ
ャ
イ
ナ
教
の
石
窟
寺
院
や
壁

画
を
見
て
参
り
ま
し
た
。

仏
教
は
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、現
在
は
イ
ン
ド
で
は
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
が
約
八
割
を
占
め
、次
い
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、仏
教
徒
は
ほ

ん
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
って
い
ま
す
。現
在
仏
教
国
と
い
う
と
タ
イ
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
、そ
し
て
日
本
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
伝
播
の

経
路
や
在
来
の
宗
教
と
結
び
つ
き
、イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
原
始
仏
教
と

は
大
分
異
な
る
も
の
に
な
って
い
る
よ
う
で
す
。
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現住職の祖父、中島真孝上人が僧侶となった埼玉県杉戸町にある倉常寺の閻魔像。
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春
の
暖
か
さ
を
存
分
に
感
ず
る
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
何
十
年
に
一
度
と
い
う
大
寒
波
に
み
ま
わ
れ
、
北
海

道
や
東
北
、
北
陸
山
陰
と
い
っ
た
日
本
海
側
の
地
域
は
記
録
的
な
大
雪

で
し
た
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
同
様
に
、
大
い
な
る
自
然
の
猛
威
の
前

に
は
我
々
人
間
の
無
力
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
壮

絶
な
冬
が
あ
り
、
絶
望
感
の
中
、
自
然
に
翻
弄
さ
れ
、
自
分
の
生
命
さ

え
も
ま
ま
な
ら
ぬ
程
の
迷
い
の
世
界
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
め
げ
ず

に
粘
り
強
く
、
毎
日
住
民
総
出
で
力
を
合
わ
せ
て
雪
寄
せ
を
し
た
か

ら
こ
そ
、
助
け
合
い
の
心
、
共
に
生
き
る
精
神
が
養
わ
れ
、
や
が
て
、

皆
で
雪
の
な
い
春
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
現
世
よ
り
も
更
に
迷
い
に
苦
し
む
世
界
と
言
わ
れ
る

の
が
「
餓
鬼
道
」
で
す
。
餓
鬼
の
世
界
は
、
一
度
堕
ち
て
し
ま
う
と
自

力
で
は
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
三
悪
道
と
呼
ば
れ
る
世
界
に
も
救
い
の
光
を
照
ら
さ

れ
る
の
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
お
念
仏
の
力
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

目
に
は
見
え
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
が
、
身
近
の
困
っ
て
い
る
方
を
助

け
る
こ
と
と
同
じ
気
持
ち
で
お
念
仏
を
お
唱
え
し
、
諸
共
に
苦
に
淀

む
世
界
を
解
脱
し
て
雪
解
け
の
春
を
迎
え
る
が
如
く
、
共
に
生
き
る

と
い
う
和
み
の
社
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

施
餓
鬼
に
よ
せ
て
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五
月
十
九
日（
土
）

お
施
餓
鬼

施
餓
鬼
会
法
要（
塔
婆
回
向
）

　

午
前
九
時
〜　

祖
師
堂

※
塔
婆
の
お
申
込
み
状
況
に
よ
り
、時
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

別
時
念
仏
会
／
半
斎
供
養 

　

午
前
十
一
時
〜　

本
堂

お
斎（
お
食
事
を
頂
き
ま
す
）

　

午
前
十
二
時
〜　

観
音
堂

御
説
教

　

午
後
一
時
〜　

祖
師
堂

　
講
師 

宮
城
教
区 

浄
念
寺
住
職
　
高
橋　

清
海 

上
人

大
施
餓
鬼
会
法
要

　

午
後
二
時
〜　

祖
師
堂

と
き

お施餓鬼の当日、梅窓院内に「子ど
もひろば」を設けます。保育士による
絵本の朗読や、折り紙遊びなどを予
定しております。是非この機会に、お
子さまとご一緒にお参りください。

※子どもひろばに関するお問い合せは
　青山文化村まで。
　TEL 03-3404-8588 昨年のこどもひろばの様子

「せがき子どもひろば」のご案内

•
長
時
間
に
わ
た
る
法
要
の
為
、途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

•
塔
婆
回
向（
お
名
前
の
読
み
上
げ
）は
午
前
九
時
か
ら
の
法
要
で
行
い
ま
す
。

•
全
て
の
法
要
終
了
後
に
お
塔
婆
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。

第55回
念仏と法話の会
2月10日（金）

◆
施
餓
鬼
塔
婆
お
申
込
み
方
法

 

御
塔
婆  

御
回
向
料  

…
…
… 
一
本
／
一
万
円

・
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
の
上
四
月
三
十
日（
月
）必
着
で
お
申
込
み
下 

さ
い
。

・
施
餓
鬼
会
法
要
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、出
席
人
数
も
合
わ
せ
て
ご
記
入

下
さ
い
。（
当
日
、出
席
人
数
分
の
お
弁
当
を
ご
用
意
致
し
ま
す
。）

・
御
回
向
料
は
、同
封
の
振
込
用
紙
で
郵
便
局
に
て
お
支
払
頂
く
か
、受
付

ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。（
銀
行
・コ
ン
ビ
ニ
で
の
お
支
払
い
は
出
来
ま
せ
ん
。）

回
向
の
お
申
込
み
方
法
と
お
知
ら
せ

二
月
の
行
事
報
告本堂にてお念仏の様子

（
法
務
・
津
村
）
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お
寺
が
新
し
く
建
て
ら
れ
る
際
、
そ
の
一
番
初
め
の
住
職
を
開
山

上
人
と
い
い
ま
す
。
梅
窓
院
の
開
山
上
人
は
、
記
録
の
上
で
は
増
上

寺
の
第
十
二
世
、
観
智
国
師
存
応
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
研
究

結
果
、
実
際
に
は
、
存
応
上
人
は
梅
窓
院
の
建
立
の
際
に
は
既
に
亡

く
な
っ
て
お
り
、
開
山
上
人
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
智
国
師
存
応
は
徳
川
家
康
の
帰
依
を
受
け
た
著
名
な
高
僧
で
、

梅
窓
院
を
建
立
し
た
開
基
と
な
る
青
山
家
と
し
て
は
、
青
山
忠
成
公

と
の
親
交
が
深
く
、
し
か
も
家
康
と
親
密
な
関
係
の
存
応
上
人
を
、

形
の
上
で
の
開
山
上
人
と
し
て
幕
府
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
当
時
の
法
律
上
、
新
た
な
寺
院
の
建
立
が
禁
じ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
事
情
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
現
実
に
、
梅
窓
院
の
初
め
の
住
職
は
と
い
う
と
、
戴
蓮
社
頂

誉
上
人
冠
中
南
龍
老
和
尚
が
開
山
上
人
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
上

人
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
か
っ
て
い
る
の
は
上

野
國
（
こ
う
ず
け
の
く
に
＝
今
の
群
馬
県
）
の
武
家
の
出
身
で
、
父
親

は
井
伊
掃
部
頭
殿
の
家
来
、
津
田
康
衛
門
。
浄
土
宗
の
檀
林
と
い
わ

れ
る
神
田
（
現
小
金
井
）
の
幡
随
意
院
や
群
馬
県
太
田
の
大
光
院
、

ま
た
芝
の
増
上
寺
で
修
行
さ
れ
た
こ
と
。
梅
窓
院
建
立
工
事
に
携
わ

り
、
そ
の
功
に
よ
り
開
山
上
人
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
寛
文
十

（
1
6
7
0
）
年
、
六
十
七
歳
に
て
遷
化
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
ぐ
ら

い
で
す
。

梅
窓
院
で
は
毎
朝
の
勤
行
の
時
に
は
、
南
龍
上
人
に
報
恩
感
謝
の

回
向
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
年
に
一
度
は
そ
の
お
徳
に
供
養
の
こ
こ
ろ

を
さ
さ
げ
る
た
め
に
開
山
忌
を
行
っ
て
い
ま
す
。

梅
窓
院
の
開
山
上
人
に
つ
い
て

梅
窓
院
を
開
か
れ
た
開
山
南
龍
上
人
へ
の
ご
供
養
と
報
恩
謝
徳
の

法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。ま
た
、法
要
後
に
能
楽
を
奉
納
し
ま
す
。

な
お
、法
要
と
能
楽
と
も
に
一
般
の
方
も
参
列
、観
賞
で
き
ま
す
。 

と
も
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、御
家
族
・
お
友
達
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

開
山
忌
法
要

六
月
九
日（
土
）

橋本 忠樹（はしもと　ただき）
１９７４年京都生まれ。
東京藝術大学音楽学部邦楽学科卒。観世流シテ方橋本礒道
（重要無形文化財保持者）長男。
父・礒道及び片山幽雪（日本芸術院会員、人間国宝、文化功労
者）、十世・片山九郎右衛門に師事し、３歳で仕舞「老松」にて初
舞台。10歳の時、能「岩船」で初シテ。大学在学時には、観世清
和（観世流シテ方２６世宗家）、故・藤波重満、野村四郎、観世恭
秀、関根知孝に師事する。大学卒業と共に九世・片山九郎右衛
門（現・幽雪）師の許で内弟子修行を積み２００１年に独立する。
2003年祇園祭宵々山の日に京都「新風館」のリキュウホール
にて新風館初の演能を行い、若者に能楽の魅力を伝える新たな
試みに挑戦、その後もバーや野外での能公演など、若者が気軽
に能に触れられる公演を行っている。
2006年のチュニジア国での初の能公演から、世界各国で能を
公演している。また、大学や日本各地での稽古活動、「小さな子
供のお稽古教室」など、日本の伝統文化である「能」を幅広い世
代に伝えている。
橋本聲吟社を主宰するほか、公益社団日本能楽協会会員、公
益社団京都観世会会員、京都市DO YOU KYOTO？大使など、
幅広く活躍している。

法
要

　

午
後
三
時
〜　

本
堂

※
法
要
修
了
後
、休
憩
が
ご
ざ
い
ま
す
。

能
楽
奉
納

　

午
後
四
時
〜　

祖
師
堂

　

演
目
「
吉
野
天
人
」

能楽演者のプロフィール

戴
蓮
社
頂
誉
上
人
冠
中
南
龍
老
和
尚

た
い
れ
ん
じ
ゃ
ち
ょ
う
よ
し
ょ
う
に
ん
か
ん
ち
ゅ
う
な
ん
り
ゅ
う
ろ
う
か
し
ょ
う
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今年もお彼岸ライブにて、写真コンクー
ルを開催致します。ライブ会場を皆さんの
お写真で飾りませんか？当日会場にて人気
投票を行い、1位の方には景品を差し上げ
る予定です。
詳細については6月1日発行の『青山』お
盆号にてお知らせ致します！

前
号
に
て
報
告
い
た
し
ま
し
た
、梅
窓
院
三
大
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
の
お
布
施
や
入
場
料
、チ
ケ
ッ
ト
代
金
な
ど
百
六
万
四
千

五
百
七
十
一
円
を
無
事
に
浄
土
宗
災
害
対
策
本
部
へ
寄
付
致
し
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
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総本山知恩院第八十六世門跡

4月6日（金）～8日（日）
寺院棟2階　本堂
寺院棟2階本堂エントランスに花御堂
を、休憩所には甘茶をご用意しておりま
す。

4月1日（日）～11日（水）
　増上寺において、御忌法要（浄土宗の宗祖法然上
人の忌日法要）が盛大に執り行われます。今年は、昨
年の東日本大震災で延期された法然上人八百年御忌
大法要もあわせて行われます。10日は御忌詠唱奉納
大会が開かれ、梅窓院詠唱会の皆様が参加致します。
　皆様も是非参詣され、法然上人をしのび、ご恩徳
に感謝いたしましょう。

はなまつり

5月19日（土）
午前11時より　本堂および祖師堂
※詳細は中面をご覧下さい。

施餓鬼会法要

増上寺法然上人八百年御忌大法要

－愛知県 岡崎市－
4月20日（金）～21日（土）
徳川家康公の生母、於大の方の故郷を
巡る旅です。
※詳しくはお問合わせ下さい。

団体参拝旅行
6月9日（土）
午後3時～　本堂および祖師堂
※詳細は中面をご覧下さい。

開山忌法要・能楽奉納
花御堂

於大まつりの様子

6月5日（火）
受付開始　12時～
別時念仏／法話／茶話会
法話：「三心四修」
講師　熊本教区　遣迎寺住職
　　　山﨑　龍道 上人

第56回 念仏と法話の会

行 事 予 定

護寺費・年会費・管理費の振込について
平成23年4月ご入金分以降は、「振込控え」
を請書の替わりとさせて頂くこととなりました。 
ご事情により当院の請書が必要な方は、郵
便振替の方は通信欄に、 コンビニ振込の方
は、お手数ですがお電話かお手紙にてお申し
付けください。 
尚、請書の郵送に4週間程かかる時がありま
すので、ご了承ください。  
（ご持参される方には、これまで同様に請書を
発行致します）

消防訓練
梅窓院では2月28日（火）に赤
坂消防署の指導と監修のもと
に消防訓練を行いました。

お 知 ら せ

告

梅
窓
院
よ
り
報

秋彼岸写真コンクール開催のお知らせ

平成22年の様子


